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一般国道１号は、東京都中央区を起点とし、神奈川県、静岡県、愛

知県、三重県、滋賀県、京都府の各府県を経て大阪市に至る全長約５

７０km の主要幹線道路で、滋賀県内においては、地域の産業・経済・

生活を支える大動脈です。 

一般国道１号沿線では、工業立地や住宅開発が進むとともに人口の

増加が著しく、この人口増加に伴い慢性的な交通渋滞が発生していま

す。 

水口道路は、このような一般国道１号の交通混雑を緩和し、快適で

安全な歩行空間の確保、地域の活性化等を図ることを目的で計画され

た道路です。 

 

事 業 の 目 的 
○ 交通混雑の緩和 

○ 快適で安全な歩行空間の確保 

○ 地域の活性化 

水口道路 
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・計 画 延 長   Ｌ＝１１．０ｋｍ 

・幅 員   Ｗ＝２０．５～３６．５ｍ 

・構 造 規 格   第３種第１級 
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・車 線 数   ４車線 

・全 体事 業費   約４００億円 

・計 画 図 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

計 画 の 概 要 
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現在の状況  【甲賀市上空より大津市方向を望む】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

撮影日時 平成17年10月27日 
 
   標 準 断 面 図 
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１．事業の経緯 
  ・都市計画決定  昭和６１年 ５月 

・事業化     昭和４１年度（１工区） 

昭和６３年度（２工区、３工区） 
・用地着手    昭和４５年度 
・工事着手    昭和４６年度 
・供  用  （１工区）  

昭和４９年１２月２０日（Ｌ＝１．５ｋｍ）（暫定） 
           昭和５１年 ３月 ４日（Ｌ＝４．２ｋｍ）（暫定） 

           平成 ５年１０月２６日（Ｌ＝１．８ｋｍ）（完成） 
平成 ７年 ３月２７日（Ｌ＝３．９ｋｍ）（完成） 

（３工区） 

平成１３年 ４月２２日（Ｌ＝１．７ｋｍ）（暫定） 
２．事業の進捗 
    ・事業進捗率   ７５％（暫定８０％、平成１９年８月末現在） 
    ・用地取得率   ９６％（面積ベース、平成１９年８月末現在） 
 
３．関係機関との調整等 

・本道路区域において、用地測量に際して公図混乱地域であったことか

ら、その訂正に長時間を要しています。 

・当事業が、埋蔵文化財に影響を与える可能性があることから、調整を

行いながら事業推進を行っています。 
 

事業の経緯及び進捗状況 

草津線

近
江

鉄
道

日
野

水
口

道
路

（
グ

リ
ー
ン

バ
イ

パ
ス

水口
石橋

水口
城南

水口
松尾

(県)泉水口線

(県)大野名坂線

(県
)西

明
寺

水
口

線

(主)野洲甲西線

(主
)草

津
伊

賀
線

(県)泉
日野線

(県)山松尾線

水口

三
雲

湖南市

甲賀市

(

県)

山
名
坂
線

(

県)

相
模
水
口

(

県)

水
口
甲
南
線

(

県)

貴
生
川
北
脇
線

(

主)

彦
根
八
日
市
甲
西
線

(

主)

牧
甲

至
土
山

至
大
津

L=4.2km 2/4　

L=1.8km 4/4

H5.10.26供用
L=3.9km 4/4
H7.3.27供用

L=1.5km 2/4
S49.12.20暫定供用

H13.4.22 2/4
暫定供用 S51.3.4暫定供用　

２工区　Ｌ＝3.6㎞３工区 L=1.7㎞ １工区　Ｌ＝5.7㎞

水口道路　Ｌ＝１１．０㎞
起

こ
な
ん
し
い
わ
ね

終　

湖
南
市
岩
根

（　）（　）

甲
賀
市
土
山
町
大
野

こ
う
か
し
つ
ち
や
ま
ち
ょ
う
お
お
の

：供用中(暫定含)
：事業中(高架部）

：事業中(現道拡幅）



- 5 - 

 
 
 

１．社会的背景 

【滋賀県の人口の推移】 

平成２年以降の全国都道府県別の人口の伸び率を見ると、滋賀県は

ここ２０年の間、常に５位以内に位置しています。この傾向は、今後

も続くものと予測されています。 

事業を取り巻く社会状況 

将来の人口の年間伸び率上位の都道府県（予測値） 
上段：都道府県名 

中段：人口 

下段：５年間の伸び率 

都道府県別人口の伸び率上位５県（実績） 
上段：都道府県名 

中段：人口 

下段：５年間の伸び率 

出典：国立社会保障・人口問題研究所による将来推計人口（平成 19年 5月推計） 

   ※コーホート要因法による推計 

出典：国勢調査 

 順位 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年

1
埼玉県

6,405千人
（1.092）

埼玉県
6,759千人
（1.055)

滋賀県
1,343千人
(１.043)

東京都
12,571千人
(1.042)

2
千葉県

5,555千人
（1.079)

滋賀県
1,287千人
(1.053)

沖縄県
1,318千人
(1.035)

神奈川県
8,791千人
（1.035)

3
神奈川県
7,980千人
（1.074）

千葉県
5,798千人
(1.044)

神奈川県
8,490千人
（1.030）

沖縄県
1,361千人
(1.032）

4
滋賀県

1,222千人
(1.058)

沖縄県
1,273千人
(1.042)

兵庫県
5,551千人
(1.028)

愛知県
7,254千人
(1.030)

5
奈良県

1,375千人
（1.054)

奈良県
1,431千人
（1.040)

埼玉県
6,938千人
（1.026）

滋賀県
1,380千人
(1.028)

順位 平成22年度 平成32年度 平成42年度

東京都 沖縄県 沖縄県
12,906千人 1,429千人 1,431千人
（1.0262） （1.0092） （0.9986）
沖縄県 東京都 東京都

1,394千人 13,104千人 12,905千人
（1.0235） （1.0034） （0.9891）
神奈川県 神奈川県 滋賀県
8,962千人 8,993千人 1,368千人
（1.0193） （0.9972） （0.9856）
愛知県 滋賀県 愛知県

7,367千人 1,401千人 7,152千人
（1.0154） （0.9964） （0.983）
滋賀県 愛知県 神奈川県

1,401千人 7,359千人 8,737千人
（1.0152） （0.9955） （0.9821）

5

1

2

3

4
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【沿道市町の人口の推移】 
・滋賀県及び甲賀市の人口を見ると、近畿全域の人口の伸びを大きく上

回っており、昭和６０年～平成１７年で約１．２倍の伸びとなってい

ます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

【沿道市町の自動車保有台数の推移】 
・甲賀市では、ここ２０年間の自動車保有台数の伸び率が２倍近くに達

しており、近畿平均を上回る高い伸び率となっています。 

人口伸び率および人口数
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単位：（人） 

資料：国勢調査 

人口数   

伸 

び 

率 

資料：甲賀市・滋賀県は滋賀県統計書、近畿は国土交通省 

自動車保有台数の伸び率
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【製造品出荷額の推移】 
・ 甲賀市における製造品出荷額の推移は、滋賀県、近畿全域を大きく上

まわり、高い伸び率となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
甲賀市における主な製造品 

 
 
 
 
 
 
 
 

樹脂製品               接着剤    

資料：工業統計表 

資料：Ｈ１７工業統計表 

伸
び
率

単位：（億円）出荷額

製品出荷額および出荷額の伸び率

1.70

2.45

2 .042.02
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1.481.48
1 .411.39

1.17
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甲賀市
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甲賀市 1.00 1.70 2.02 2.04 2.45 

滋賀県 1.00 1.39 1.41 1.48 1.48 

近畿 1.00 1.17 1.07 1.01 0.95 

S60 H2 H7 H12 H17

5,512

63,964

510,299

43,281

4,589

60,004

592,169505,555
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【沿道周辺における工業団地の立地状況】 
・ 当該道路周辺では工業団地の立地が進んでおり、平成３年度以降で分譲

完了した団地数は８箇所、現在分譲中は４箇所となっています。 
・ また、甲賀市における工場延建築面積も平成２年に比べて平成１７年は

約１．５倍となっています。 

沿道周辺における工業団地の立地状況 
資料：滋賀県産業用地のしおり 

資料：滋賀県統計書 
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栗東東
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水口道路２工区

昭和５５年撮影

平成１７年撮影

至 大津
至 土山

水口工業団地

滋賀県内で新たな集積圏を形成する甲賀地域、水口工業団地 

水口工業団地 

水口工業団地 水口工業団地 

甲賀市における工場延建築面積
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【沿道地域周辺の交通分担】 
・当該路線周辺は公共交通機関が少なく、甲賀市の移動手段をみると車の

割合が滋賀県及び近畿圏よりも高くなっており、移動手段の約８割を占

めています。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ※近畿圏とは、H12パーソントリップ調査の調査範囲を指す。 出典：国土交通省「H12パーソントリップ調査」　

移動手段分担率

18.2

9.8

57.6

72.8

83.2

24.1

17.3

12.8

3.9

0.09

0.09

0.08

0% 20% 40% 60% 80% 100%

近畿圏

滋賀県

甲賀市

鉄道 車 徒歩 その他
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２．地域における計画 

水口道路は、下記の計画に位置付けられています。 

 
◆ 滋賀県総合交通ネットワーク（平成２年６月） 

「隣接府県、県内主要地域間を結ぶ県土骨格交通ネットワーク」 

◆  滋賀県広域道路整備基本計画（平成６年１月） 

「県土１時間道路ネットワークを構成する路線」 

◆ 滋賀県長期構想「新・湖国ストーリー２０１０」（平成９年４月） 

    「広域幹線交通体系の骨格となる道路ネットワーク」 

◆ 地域高規格道路「甲賀湖南道路」（平成１０年６月指定） 

◆ 滋賀県「滋賀県道路整備アクションプログラム」（平成１５年７月） 

  「広域道路ネットワーク」 

◆ 甲賀市「甲賀市総合計画」（平成１８年１２月） 

水口道路を含む、国道１号を「国土連携軸」として位置付け 

 
 要望経緯 

 ・平成６年７月 地域高規格道路甲賀湖南道路整備促進期成同盟会 設立 
期成同盟会名称 会長 主な構成メンバー 対象道路 

 地域高規格道路甲賀湖南道
路整備促進期成同盟会 石部町長 

栗東市、石部町、甲西町、
水口町、土山町、甲賀町、
甲南町、信楽町 

土山BP 
水口道路 

栗東水口道路Ⅰ 
栗東水口道路Ⅱ 

                      ※設立当時の市町村名で記載 

近の動向 

  

平成１４年１０月 １日  近畿地方整備局へ甲賀湖南道路の整備促

進を要望 

      １０月２２日  国土交通省へ甲賀湖南道路の整備促進を

要望 

 

平成１５年１０月 ３日  近畿地方整備局へ甲賀湖南道路の整備促

進を要望 

      １０月１０日  国土交通省へ甲賀湖南道路の整備促進を

要望 

 

平成１６年１１月１９日  近畿地方整備局へ甲賀湖南道路の整備促

進を要望 
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平成１７年 ８月 ９日  近畿地方整備局へ甲賀湖南道路の整備促

進を要望 

      ８月２４日  国土交通省へ甲賀湖南道路の整備促進を

要望 

 

平成１８年 ８月２２日  近畿地方整備局へ甲賀湖南道路の整備促

              進を要望 

      ８月１０日  国土交通省へ甲賀湖南道路の整備促進を

要望 

 

平成１９年 ８月 ２日  近畿地方整備局へ甲賀湖南道路の整備促

進を要望 

      ８月 ９日  国土交通省へ甲賀湖南道路の整備促進を

要望 
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３．現道の状況 

【沿道の交通状況】 
一般国道１号の交通量は水口町断面で約２７，０００台／日となってお

り、２車線の道路としては非常に多く、慢性的な渋滞が発生しています。 

特に未整備区間である２工区の現道では、右折レーンのない信号交差点

が連続し、また沿道の店舗への右折車両の影響もあって、直進車両の走行

に支障が出ることで交通混雑に拍車をかけています。 

また、旅行速度も約２０ｋｍ／ｈ（滋賀県内直轄国道平均約３０ｋｍ／

ｈ）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

撮影日時 平成 19年 6月 1日 

草津線

近
江

鉄
道

水口石橋

水口城南

貴生川

水口
松尾

(県)大野名坂線

(県
)西

明
寺

水
口

線

(主)野洲甲西線

水口

三雲

湖南市

甲賀市

1

1

307

307

野洲川

杣川

(
県)

水
口
竜
王
線

(

県)

山
名
坂
線

(

県)

相
模
水
口
線

(

県)

水
口
甲
南
線

(

主)

牧
甲
西
線

至
大
津

至
土
山

水口道路　Ｌ＝１１．０㎞

２工区　L=3.6㎞ １工区　L=5.7㎞３工区　L=1.7㎞

(

起)

甲
賀
市
土
山
町
大
野

(

終)

湖
南
市
岩
根

こ
な
ん
し
い
わ
ね

栗東水口
道路Ⅱ

水口町北脇字中切

27,375台/日【1.60】

旅行速度　   24㎞/h

大型車混入率　32.3%

１段目：観測ポイント
２段目：H17道路交通ｾﾝｻｽ
　　　　　　　　　　平日24h交通量(台/日)【混雑度】
３段目：旅行速度 ｋｍ/ｈ
４段目：大型車混入率　％

渋滞長
�200ｍ渋滞長

�310ｍ

渋滞長

右折レーンのない交差点

渋滞長
�2050ｍ

撮影方向

交通量の時間変化

0

200
400

600

800
1,000

1,200

1,400
1,600

1,800

7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 1 2 3 4 5 6

時間（時）

交
通

量
（

台
／

ｈ
ｒ）

資料：Ｈ１７道路交通センサス 

 

交通容量1,440台／hr 
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【２工区の沿道状況】 
 現在、拡幅事業中の２工区では、歩道のない区間が多く、歩行者・自

転車への安全確保が課題となっています。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

水口道路２工区（L = 3 . 6 k m）

泉西

伴谷口

さつきが丘口

里北脇 北脇

西名坂

名坂

泉

※　　　　は右折レーンのない交差点

  　　　　は歩道未整備区間

ガソリンスタンド

自動車ディーラー

レストラン

小売店、コンビニ

ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞﾓｰﾙ

※
※

※

※

水口
城南

1

1

水口道路２工区沿道の主要施設立地状況および歩道未整備区間 

草津線

近
江

鉄
道

日
野
水
口

道

（
グ

リ
ー

ン
バ
イ

パ

水口
石橋

水口
城南
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松尾

(県)泉水口線

(県)大野名坂線

(県
)西

明
寺

水
口

線

洲甲西線

(主
)草

津
伊

賀
線

(県
)泉

日野線

(県)山松尾線

水口

三
雲

市

甲賀市
(

県)

山
名
坂
線

(

県)

相
模
水

(

県)

水
口
甲
南
線

(

県)

貴
生
川
北
脇
線

(

主)

彦
根
八
日
市
甲
西
線

(

主)

牧

至
土
山

L=4.2km 2/4　

L=1.8km 4/4
H5.10.26供用

L=3.9km 4/4
H7.3.27供用

L=1.5km 2/4
S49.12.20暫定供用

H13.4.22 2/4
暫定供用 S51.3.4暫定供用　

２工区　Ｌ＝3.6㎞３工区 L=1.7㎞ １工区　Ｌ＝5.7㎞

水口道路　Ｌ＝１１．０㎞
起

こ
な
ん
し
い
わ
ね

終　

湖
南
市
岩
根

（　）（　）

甲
賀
市
土
山
町
大
野

こ
う
か
し
つ
ち
や
ま
ち
ょ
う
お
お
の

：供用中(暫定含)
：事業中(高架部）

：事業中(現道拡幅）

歩道未整備区間の断面図 
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【交通事故の状況】 

交通事故件数は、４車供用区間の１工区と比べ、２工区では約２．５倍

と多く、特に、追突事故が全体の約７０％を占めています。 
 
 

区間毎の事故件数分布について 

 

２０件

１５件

１０件

５件

１工区2工区3工区

資料：Ｈ１７交通事故分析センターデータ 

草津線

近
江

鉄
道

日
野
水
口

道
路

（
グ

リ
ー

ン
バ
イ

パ
ス

水口
石橋

水口
城南

水口
松尾

(県)泉水口線

(県)大野名坂線

(県
)西

明
寺

水
口

線

洲甲西線

(主
)草

津
伊

賀
線

(県
)泉

日野線

(県)山松尾線

水口

三
雲

市

甲賀市

(

県)

山
名
坂
線

(

県)

相
模
水
口

(

県)

水
口
甲
南
線

(

県)

貴
生
川
北
脇
線

(

主)

彦
根
八
日
市
甲
西
線

(

主)

牧
甲
西

至
土
山

L=4.2km 2/4　

L=1.8km 4/4

H5.10.26供用
L=3.9km 4/4
H7.3.27供用

L=1.5km 2/4
S49.12.20暫定供用

H13.4.22 2/4
暫定供用 S51.3.4暫定供用　

２工区　Ｌ＝3.6㎞３工区 L=1.7㎞ １工区　Ｌ＝5.7㎞

水口道路　Ｌ＝１１．０㎞
起

こ
な
ん
し
い
わ
ね

終　

湖
南
市
岩
根

（　）（　）

甲
賀
市
土
山
町
大
野

こ
う
か
し
つ
ち
や
ま
ち
ょ
う
お
お
の

：供用中(暫定含)
：事業中(高架部）

：事業中(現道拡幅）

事
故
件
数
（
件
） 

２ 

３ 

６ 
７ 

８ 

４ 

１９ 

１０ 

３ １ １ 

２工区の事故内訳 

          

  その他車両相互 5% 正面衝突 3% 

      人対車両 5% 

        右折 5% 

左折 5% 

    出合い頭  

11% 
追突 66% 
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◆ 交通混雑の緩和及び交通事故の低減 

 ・水口道路の未整備区間である２工区の整備により、交通の円滑化

が図られ、事故の減少も期待できます。 
 

 
 

事業の整備効果 

現況 ２車線 

整備後イメージ ４車線 

水口道路２工区における交通量と交通容量 

資料：Ｈ１７道路交通センサス 

 

草津線

江
鉄

道

水口石橋

水口城南

水口
松尾

(県)大野名坂線

(県
)西

明
寺

水
口

線

西線

水口

三雲

湖南市

甲賀市

1

307

307

(

県)

水
口
竜
王
線
(

県)
山
名
坂
線

(

県)

水

至
土
山

水口道路　Ｌ＝１１．０㎞

２工区　L=3.6㎞ １工区　L=5.7㎞３工区　L=1.7㎞

(

起)

甲
賀
市
土
山
町
大
野

(

終)

湖
南
市
岩
根

こ
な
ん
し
い
わ
ね

口

27,375台/日
（H17道路交通センサス)

撮影日時 平成１８年１２月１１日 

撮影日時 平成１９年 ６月 １日 

27,375

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

現況交通量

単位：台／日
整備後交通容量
４６，０９７台／日

整備前交通容量
１７，１１１台／日



- 16 - 

※供用済区間（１工区）の整備効果 

・水口町内の旧国道１号（県道大野名坂線）では、１工区の２車

線暫定供用後、交通量が減少し、平成１７年の道路交通センサス

においても、全体交通量は増加しているものの大型車はほとんど

増えておらず、混雑が緩和しています。 

 

(県)大野名坂線（旧国道１号）の交通量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

水口道路（１工区）への交通転換

（
グ

リ

水口
石橋

水口
城南

水口
松尾

(県)大野名坂線

(県
)西

明
寺

水
口
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(県)山松尾線

水口

甲賀市

(

県)

山
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坂
線

(

県)

水
口

至
土
山

L=4.2km 2/4　

L=1.8km 4/4

H5.10.26供用
L=3.9km 4/4
H7.3.27供用

L=1.5km 2/4
S49.12.20暫定供用

S51.3.4暫定供用　

１工区　Ｌ＝5.7㎞

旧　国道１号

起（　）

甲
賀
市
土
山
町
大
野

こ
う
か
し
つ
ち
や
ま
ち
ょ
う
お
お
の

資料：道路交通センサス 

4,821
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13,694

9,570

583 833

1.8
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0.89
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S49 S52 H17
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1
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度

12時間交通量

内大型車

混雑度

昭和５１年３月
水口道路１工区
２車暫定供用

旧１号の大型車交通量が

大幅に減少 
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※供用済区間（３工区）の整備効果 
 ・３工区の朝国交差点の立体化により、改良前にあった約２ｋｍの

渋滞が解消しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 

 
  

供 用 後 

供 用 前 

供用前 平成１２年２月２３日 

供用後 平成１７年１１月１日 
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朝国交差点

供用前 渋滞長２,２７０ｍ 

通過時間１７分  
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１工区２工区　Ｌ＝3.6㎞３工区 L=1.7㎞

朝国交差点

渋滞解消 
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◆ 快適で安全な歩行空間の確保 
・歩道や地下横断歩道の整備により、車の走行環境改善のみならず、

歩行者や自転車に対し安全性、快適性の向上を図るとともに、併せ

てバリアフリー化を進めます。 
 

歩道

歩道整備後 
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◆ 地域の活性化  
・水口道路の供用により名神高速道路への所要時間が短縮され、地

域間の交流・連携を強化します。また、水口道路と連続する栗東

水口道路（隣接する地域高規格道路）も整備中であり、両事業の

完成により交通混雑の緩和や交通安全の向上、地域経済の活性化

などに寄与します。 
 

水口工業団地から高速道路へのアクセスルート 

名 神 高 速 道 路

新 名

水口工業団地
大津市

草津市

守山市

栗東市

野洲市

湖南市

栗東市

甲賀市

竜王町

至
土
山

至
大
津

１工区
L=5.7㎞

�２工区
L=3.6㎞

水口道路　L=11.0㎞

甲
賀
市
土
山
町
大
野

湖
南
市
岩
根

こ
う
か
し
つ
ち
や
ま
ち
ょ
う
お
お
の

こ
な
ん
し
い
わ
ね

栗
東
市
上
砥
山

り
っ
と
う
し
か
み
と
や
ま

栗東水口道路
L=11.2㎞

３工区

 L=1.7㎞

７分短縮
栗東水口道路とあわせ約30分の時間短縮

現況ルート

栗東水口道路供用時
バイパスルート

栗東IC

竜王IC

大津JCT(仮)

栗東東
 IC(仮)
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路  線  名  一般国道１号  

事  業  名  水口道路   

延   長  １１．０km 

 

 
□便益  
 

 走行時間  
短縮便益  

走行経費  
減少便益  

交通事故  
減少便益  

 
合      計  

基  準  年  平成１９年度   

基準年における  
現 在 価 値  

 
２，０８８億円  

 
２９４億円  

 
３９億円  

 
２，４２１億円  

 

 
□費用   

 事 業 費 維 持 管 理 費 合      計  

基  準  年  平成１９年度  

単 純 合 計 ３７８億円  １１３億円  ４９１億円   

基準年における  
現 在 価 値  

 
４８５億円  

 
３８億円  

 
５２３億円  

 

 
□算定結果  
 

 費用便益比（ＣＢＲ）   

 

 

              便益の現在価値の合計（Ｂ）        ２，４２１億円  
  Ｂ／Ｃ＝                                 ＝  
              費用の現在価値の合計（Ｃ）          ５２３億円  
 
 
         ＝４．６  

 

 

費用便益分析の結果（事業全体） 
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□便益         

 走行時間  
短縮便益  

走行経費  
減少便益  

交通事故  
減少便益  

 
合      計  

基  準  年  平成１９年度   

基準年における  
現 在 価 値  

 
７４９億円  

 
８１億円  

 
５億円  

 
８３５億円  

 

                   
□費用  

 事 業 費 維 持 管 理 費 合      計  

基  準  年  平成１９年度  

単 純 合 計  ９３億円  １１３億円  ２０６億円   

基準年における  
現 在 価 値  

 
 ７３億円  

 
 ３８億円  

 
１１１億円  

 

             
□算定結果  

 費用便益比（ＣＢＲ）   

 

 

              便益の現在価値の合計（Ｂ）          ８３５億円  
  Ｂ／Ｃ＝                                 ＝  
              費用の現在価値の合計（Ｃ）          １１１億円  
 
 
         ＝７．５  

 

路  線  名  一般国道１号  

事  業  名  水口道路   

延   長  １１．０km 

 

費用便益分析の結果（残事業） 
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 本道路の計画にあたっては、周辺の土地利用状況、関係自治体の計

画等を勘案し選定したものであること、及び沿線市町において用地取

得及び工事に着手していることから、引き続き現計画に基づき事業を

促進します。 
 施工にあたっては、周辺環境の保全とともに新技術・新工法を用い

たプレキャスト製品の活用等によるコスト縮減に努めながら事業を推

進していきます。                                    

コスト縮減や代替案立案等の可能性 
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（１）事業の必要性等に関する視点 

水口道路の交通量は約２．７万台と非常に多く、特に２工区

においては慢性的な交通渋滞が発生しており、当地区においては

工業団地をはじめ数多くの工場があることから、経済活動ならび

に日常生活に影響を与えています。 
今後２工区の４車化に向けて事業を進めるとともに、全線の

完成供用を目指し事業を進めていく予定であり、その残事業の費

用対効果は７．５となっています。  
 
（２）事業の進捗の見込みの視点 

既に用地取得は９６％完了（２工区のみ７５％完了）してお

り、早期に４車化が図れるよう順次工事を推進します。 

 
（３）コスト縮減や代替案立案等の可能性による視点 

本道路の計画にあたっては、周辺の土地利用状況、関係自治

体の計画等を勘案し選定したものであること、及び沿線市町にお

いて用地取得及び工事に着手していることから、引き続き現計画

に基づき事業を促進します。 
施工にあたっては、周辺環境の保全とともに新技術・新工法

を用いたプレキャスト製品の活用等によるコスト縮減に努めな

がら事業を推進していきます。                            

                               
 ◇対応方針 
  （事業継続） 

甲賀市及びその周辺の渋滞解消、地域活性化のために早期完成が 

より一層求められています。引き続き用地買収及び工事を推進し、

２工区については、平成１９年度に暫定供用を行うとともに、引き

続き、おおむね５年以内の完成を目指します。   
 
 

対 応 方 針 



 
 
 
 
 

一般国道１号 
 

水口道路 
 
 
 
 
 
 

チ ェ ッ ク リ ス ト 
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事業再評価に係る資料   

 事業名   一般国道１号 水口道路
みなくちどうろ

  事業種別   地域高規格  

 起 終 点   自：滋賀県
し が け ん

甲賀市
こ う か し

水口町
みなくちちょう

大野
お お の

 
 

 至：滋賀県
し が け ん

湖南
こ な ん

市
し

岩根
い わ ね

 

 
 延  長  

 
 １１．０km 

 事 業 化 昭和４１年度（１工区）   
昭和６３年度（２工区、３工区）

 都市計画決定      昭和６１年５月  

 用地着手       昭和４５年度   工事着手      昭和４６年度  

 
 事  
 業  
 の  
 概  
 要  

全体事業費             約４００億円  

 
 事  
 業  
 の  
 目  
 的  

  一般国道１号は、東京都中央区を起点とし、神奈川県、静岡県、愛知県、三重  
 県、滋賀県、京都府の各府県を経て大阪市に至る全長約５７０kmの主要幹線道路で、

滋賀県内においては、地域の産業・経済・生活を支える大動脈である。  
  一般国道１号沿線部では、工業立地や住宅開発が進むとともに人口の増加が著し

く、この人口増加に伴い慢性的な交通渋滞が発生している。  
  水口道路は、このような一般国道１号の交通混雑を緩和し、快適で安全な歩行空

間の確保、地域の活性化等を図ることを目的で計画された道路である。  

 
 
 
 
 
 位  
 
 
 
 
 置  
 
 
 
 
 図  

 

 

水口道路 

L=11.0km 

306

421
477

477

307

422

365

303

303

８

367

161

21

1

1

名神高速道路

ｸﾞ
ﾘｰ

ﾝﾊ
ﾞｲ
ﾊﾟｽ

京滋
バ
イ
パ
ス

湖
西
道
路

湖南市

甲賀市

日野町

琵琶湖

滋賀県

京都府

福井県

三重県

岐
阜
県



 2 

 

 事業名   一般国道１号 水口
みなくち

道路
ど う ろ

  事業種別   地域高規格  

 執行済み額   事 業 費 ： 約３００億円（進捗率７５％）  

 事業の進捗状況   

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ○調査・設計・施工  
 ・本道路区域において、用地測量に際して公図混乱地域であったことから、その  
  訂正に長時間を要している。  
・当事業が、埋蔵文化財に影響を与える可能性があることから、調整を行いながら事  

業推進を行っている。  
 

 供用目標等今後の事業の見通し   

 
 
 
 
 
 
 
 
 事  
 
 
 
 業  
 
 
 
 の  
 
 
 
 進  
 
 
 
 捗  
 
 
 
 状  
 
 
 
 況  

甲賀市及びその周辺の渋滞解消、地域活性化のために早期完成がより一層求められ

ている。引き続き用地買収及び工事を推進し、2工区については、平成19年度に暫定

供用を行うとともに、引き続き、おおむね５年以内の完成を目指す。  

  

 

草津線

近
江
鉄
道

日
野
水
口
道
路

（
グ
リ
ー
ン
バ
イ
パ
ス

水口
石橋

水口
城南

貴生川

水口
松尾

(県)泉水口線

(県)大野名坂線

(県
)西

明
寺
水
口
線

(主)野洲甲西線

(主
)草

津
伊
賀
線

(県
)泉

日野線

(県)山松尾線

水口

三
雲

湖南市

甲賀市

(

県)
山
名
坂
線

(

県)

相
模
水
口
線

(

県)

水
口
甲
南
線

(
県)
貴
生
川
北
脇
線

(

主)

彦
根
八
日
市
甲
西
線

(

主)

牧
甲
西
線

至
土
山

至
大
津

L=4.2km 2/4　

L=1.8km 4/4
H5.10.26供用

L=3.9km 4/4
H7.3.27供用

L=1.5km 2/4
S49.12.20暫定供用

H13.4.22 2/4
暫定供用 S51.3.4暫定供用　

２工区　Ｌ＝3.6㎞３工区 L=1.7㎞ １工区　Ｌ＝5.7㎞

水口道路　Ｌ＝１１．０㎞
起

こ
な
ん
し
い
わ
ね

終　

湖
南
市
岩
根

（　）（　）

甲
賀
市
土
山
町
大
野

こ
う
か
し
つ
ち
や
ま
ち
ょ
う
お
お
の

：供用中(暫定含)

：事業中(高架部）

：事業中(現道拡幅）
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 事業名   一般国道１号 水口
みなくち

道路
ど う ろ

  事業種別   地域高規格  

 
 
 
 事  
 
 
 業  
 
 
 を  
 
 
 め  
 
 
 ぐ  
 
 
 る  
 
 
 社  
 
 
 会  
 
 
 情  
 
 
 勢  
 
 
 等 
 
 
 の 
  
 
 変  
 
 
 化  

 客観的評価指標 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．活力 円滑なモビリ
ティの確保

● 現道等の年間渋滞損失時間（人・時間）及び削減率

□ 現道等における混雑時旅行速度が20km/h未満である区間の旅行速度の改善が期待される

□
現道又は並行区間等における踏切交通遮断量が10,000台時/日以上の踏切道の除却もしくは交通改善が
期待される

■ 現道等に、当該路線の整備により利便性の向上が期待できるバス路線が存在する

□ 新幹線駅もしくは特急停車駅へのアクセス向上が見込まれる

□ 第一種空港、第二種空港、第三種空港もしくは共用飛行場へのアクセス向上が見込まれる

物流効率化の支
援

□ 重要港湾もしくは特定重要港湾へのアクセス向上が見込まれる

□ 農林水産業を主体とする地域において農林水産品の流通の利便性が向上

□
現道等における、総重量25tの車両もしくはISO規格背高海上コンテナ輸送車が通行できない区間を解
消する

都市の再生
□ 都市再生プロジェクトを支援する事業である

□ 広域道路整備基本計画に位置づけのある環状道路を形成する

■ 市街地再開発、区画整理等の沿道まちづくりとの連携あり

□ 中心市街地内で行う事業である

□ 幹線都市計画道路網密度が1.5km/km2以下である市街地内での事業である

■ DID区域内の都市計画道路整備であり、市街地の都市計画道路網密度が向上する

□
対象区間が現在連絡道路がない住宅宅地開発(300戸以上又は16ha以上、大都市においては100戸以上又
は5ha以上)への連絡道路となる

国土・地域ネッ
トワークの構築

□ 高速自動車国道と並行する自専道（A'路線）としての位置づけ有り

■ 地域高規格道路の位置づけあり

□
当該路線が新たに拠点都市間を高規格幹線道路で連絡するルートを構成する（A´路線としての位置づ
けがある場合）

■ 当該路線が隣接した日常活動圏中心都市間を 短時間で連絡する路線を構成する

□ 現道等における交通不能区間を解消する

□ 現道等における大型車のすれ違い困難区間を解消する

■ 日常活動圏の中心都市へのアクセス向上が見込まれる

個性ある地域の
形成

□ 鉄道や河川等により一体的発展が阻害されている地区を解消する

□ 拠点開発プロジェクト、地域連携プロジェクト、大規模イベントを支援する

■ 主要な観光地へのアクセス向上が期待される

□ 新規整備の公共公益施設へ直結する道路である

２．暮らし 歩行者･自転車
のための生活空
間の形成

□
自転車交通量が500台/日以上、自動車交通量が1,000台/12h以上、歩行者交通量が500人/日以上の全て
に該当する区間において、自転車利用空間を整備することにより、当該区間の歩行者・自転車の通行
の快適・安全性の向上が期待できる

□
交通バリアフリー法に基づく重点整備地区における特定経路を形成する区間が新たにバリアフリー化
される

無電柱化による
美しい町並みの
形成

□ 対象区間が電線類地中化５ヶ年計画に位置づけあり

□
市街地又は歴史景観地区（歴史的風土特別保存区域及び重要伝統的建造物保存地区）等の幹線道路に
おいて新たに無電柱化を達成する

安全で安心でき
るくらしの確保

■ 三次医療施設へのアクセス向上が見込まれる
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 事 

 
 業 

 
 を 

 
 め 

 
 ぐ 

 
 る 

 
 社 

 
 会 

 
 情 

 
 勢  
  

  

再評価実施時点における評価指標該当項目   
  

１．活力～円滑なモビリティの確保～ 

  ○現道等の年間渋滞損失時間（人・時間）及び削減 

   ・国道１号等の渋滞損失時間は 5,538,837 人・時間/年である。 

   ・当該事業により渋滞損失時間は 2,816,649 人・時間/年となり約 49％削減される。 

 

４．環境～地球環境の保全～ 

  ○対象道路の整備により削減される自動車からの CO2 排出量 

   ・国道１号等の CO2 排出量は 41,331,470ｔ/年である。 

   ・当該事業により CO2 排出量は 41,306,094t/年で約 0.06％削減される。 

 

 ４．環境～生活環境の改善・保全～ 

  ○現道等における自動車からの NOx 排出削減率 

   ・国道１号の現道区間の NO２排出量は 2,580ｔ/年である。 

   ・当該事業により NO２排出量は 2,531t/年となり、約 0.2 割削減される。 

  ○現道等における自動車からの SＰＭ排出削減率 

   ・国道１号の現道区間の SPM 排出量は 216t/年である。 

   ・当該事業によりSPＭ排出量は210t/年となり、約0.3割削減される。 

 事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等   

 等 
 
 の 
   
 変  
 
 化  
  
 
 
 

  本道路は、滋賀県における交流・連帯の基盤をなす道路事業として強力に推進  
 する必要があり、水口道路の事業促進の要望を受けている。  

 

３．安全 安全な生活環境
の確保 □

現道等に死傷事故率が500件/億台キロ以上である区間が存する場合において、交通量の減少、歩道の設置又は線形不
良区間の解消等により、当該区間の安全性の向上が期待できる

□
当該区間の自動車交通量が1,000台/12h以上（当該区間が通学路である場合は500台/12h以上）かつ歩行者交通量100人
/日以上（当該区間が通学路である場合は学童、園児が40人/日以上）の場合、又は歩行者交通量500人/日以上の場合
において、歩道が無い又は狭小な区間に歩道が設置される

災害への備え
□ 近隣市へのルートが１つしかなく、災害による１～２箇所の道路寸断で孤立化する集落を解消する

■
対象区間が、都道府県地域防災計画、緊急輸送道路ネットワーク計画又は地震対策緊急整備事業計画に位置づけがあ
る、又は地震防災緊急事業五ヶ年計画に位置づけのある路線（以下「緊急輸送道路」という）として位置づけあり

□ 緊急輸送道路が通行止になった場合に大幅な迂回を強いられる区間の代替路線を形成する

□ 並行する高速ネットワークの代替路線として機能する（A'路線としての位置づけがある場合）

□ 現道等の防災点検又は震災点検要対策箇所もしくは架替の必要のある老朽橋梁における通行規制等が解消される

□ 現道等の事前通行規制区間、特殊通行規制区間又は冬期交通障害区間を解消する

４．環境 地球環境の保全
● 対象道路の整備により削減される自動車からのCO2排出量

● 現道等における自動車からのNO2排出削減率

● 現道等における自動車からのSPM排出削減率

■
現道等で騒音レベルが夜間要請限度を超過している区間について、新たに要請限度を下回ることが期待される区間が
ある

□ その他、環境や景観上の効果が期待される

５．その他 他のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄと
の関係 □ 関連する大規模道路事業と一体的に整備する必要あり

□ 他機関との連携プログラムに位置づけられている

□ その他、対象地域や事業に固有の事情等、以上の項目に属さない効果が見込まれる

生活環境の改
善・保全
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 効事  
 果業  
 分採  
 析択  
 の時  
 要の  
 因費  
 の用  
 変対  
 化効  
   果  

 ○現在の費用便益比：Ｂ／Ｃ＝４．６  
   （基準年次：平成19年、検討年次40年間で算出）  

 立コ  
 案ス  
 等ト  
 の縮  
 可減  
 能や  
 性代  
   替  
   案  

  本道路の計画にあたっては、周辺の土地利用状況、関係自治体の計画等を勘  
 案し選定したものであること、及び沿線市町において用地取得及び工事に着手  
 していることから、引き続き現計画に基づき事業を促進する。  
  施工にあたっては、周辺環境の保全とともに新技術・新工法を用いたプレキャ

スト製品の活用等によるコスト縮減に努めながら事業を推進していく。 

 
 
 
 
 地  
 方  
 公  
 共  
 団  
 体  
 の  
 意  
 見  

 
 ・地域高規格道路甲賀湖南道路整備促進期成同盟会・・・水口道路の事業促進を  
  要望  
 
  

 
 
 対  
 応  
 方  
 針  

  
甲賀市及びその周辺の渋滞解消、地域活性化のために早期完成がより一層求められ

ている。引き続き用地買収及び工事を促進し、２工区については、平成１９年度に

暫定供用を行うとともに、引き続き、おおむね５年以内の完成を目指す。  
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